様式Ａ１－１　申請書（表紙）

	　　年　　月　　日


明専会２０２０基金事業　〜母校愛・同窓の絆強化〜
明専会部活動応援事業
２０２６年度　申請書

　一般社団法人明専会
　　会長　小笠原　浩　殿

団体名　　　　　　　　　　　　　　　　（部・同好会）
団体代表者　所属学部
学　科
学　年
学生番号
氏　名
電話番号
メールアドレス


	申 請 額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	活動期間
	

	顧問教員
	氏　名
	

	
	所　属
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	活動場所（主たる活動場所には○印を付してください。）


	備　　考
	



様式Ａ１－２　活動実績
	団 体 名
	

	1. これまでの活動履歴・実績
（※大会成績、コンクール入賞、発表会など、客観的な成果を時系列で記述してください）

	2. 前年度の活動の中で、主としてアピールしたい事項（図表や写真を用いても構いません）[1]
（※以下の2つの視点から、具体的に記述してください）
　(1)活動の「成長度」
　　（例：前々年度との比較、課題の克服、新体制構築によるV字回復、
部員育成の成果、県大会ベスト4初進出など、団体の「成長」がわかる点）







　(2)大学・コミュニティへの「貢献度」
　　（例：全国レベルの大会出場による大学の名声向上、学園祭・オープンキャンパスでの企画主導、
小中学生への継続的な技術指導、地域イベントでの公演など）

	構成員の状況
学部１年　　名	　　修士１年　　名　　博士　　　　　　　名
学部２年　　名	　　修士２年　　名　　その他（　　）　　名
学部３年　　名		
学部４年　　名		　　　　　　　計　　　　　名



様式Ａ１－３　活動目標・計画

	団 体 名
	

	活動目標と計画（活動内容を時系列または活動事項ごとに記入のこと。また、申請費の使用目的を
活動計画に沿って記入のこと。）
(1) 活動目標
　（※今年度、団体として達成したい具体的な目標を記述してください）








(2) 目標達成のための「戦略的計画」
　（※上記(1)の目標を達成するために、どのような「工夫」をしますか？ 
団体の現状の課題を克服し、活動の質を向上させるための具体的な「戦略」を記述してください）
　（例：分析装置の導入、専門指導者の招聘、データ分析に基づく新練習メソッドの導入、
他団体との共同プロジェクトの実施など）







(3)申請費使用目的
　（※上記(2)の「戦略的計画」を実行するために、申請経費をどのように使用するか、
計画と関連付けて具体的に説明してください）



様式Ａ１－４　活動経費

	経費項目※
	必要額
	備考

	支援対象経費
	物 品 費
	
	

	
	謝 金（講師、指導者等謝金）
	
	

	
	旅 費（講師、指導者等旅費、活動上必要な旅行経費）
	
	

	
	雑役務費（委託費など）
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	
	


※：経費項目の詳細として、経費項目ごとに、名称、規格、数量、単価、金額を添付すること。
欄が不足する場合には自由に足しても構いません。
計画にあたって、不明な点については、明専会事務局に照会すること。

2025年度団体活動経費
	項 目
	金額
	備考

	責善会予算
	
	

	明専会からの支援
	
	

	同窓生（卒業生）からの支援
	
	

	部 費　
	
	円/月 x    人 x12月

	Giving Campaign
	
	

	クラウドファンディング 名称（　　　　　　）
	
	

	クラウドファンディング 名称（　　　　　　）
	
	

	他の団体からの支援　団体名（　　　　　　）
	
	

	他の団体からの支援　団体名（　　　　　　）
	
	

	
	
	

	合　計
	
	


※：年間活動経費について記載のこと、確定していない場合は前年までの実績に基づいて記載のこと。
部費については、年間総額を見積もること。欄が不足する場合には自由に足しても構いません。
その他
	活動費についての特記事項があれば記入のこと
















様式Ａ１－５　同窓生（卒業生）との絆を強化するための「能動的活動」
	同窓生（卒業生）との絆を強化するための「能動的活動」
※明専会の事業の目的である「同窓の絆強化」のため、
現役学生側から同窓生（卒業生）に対して「能動的」に働きかける活動を評価します。
(1) 前年度の活動実績
　（例：現役学生側が主催した活動報告会の開催、会報の定期的送付、
同窓生（卒業生）への技術指導の依頼、合同練習会や交流会の企画・運営など）







(2) 今年度の活動計画
　（例：本助成金を活用して新たに行う交流計画、同窓生（卒業生）との連携を強化するための
具体的な次年度プランなど）
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